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教育社会学研究第50集 （1992）

皿 教育社会学研究の 評価と期待

進路指導研究 の 動向 と課題

仙 崎　武

　今般 「教育社会学研究」 第50集発刊に際 し編集委員会よ り標記項目に つ い て の 執筆

依頼が あ っ た 。 し か し，過去40年有余に わ た る斯界の 先達や 同学 の 業績を計 り， その

値ぶ み をす る こ とは不肖の 力量 を越 え る課業で あ る 。 しか も， 学校 に お ける進路指導

の 諸問題に 直接 ・間接関連す る研究 ・文献 に つ い て は ， 既 に ， 麻生 （大阪大） に よる

「高校教育の 発展 と展開」 （教育社会学研究， 第34集）や ， 耳塚 （鬮研 ）他 に よ る

「教師 へ の 社会学的ア プ ロ
ーチ」 （同，第43集）な どの す ぐれ た レ ビ ュ

ーが あ る 。

　 し たが っ て ，
こ こ で は ， そ れ らの レ ビ ュ

ー との 重複 を避 け ， 評価 の 中心 素材 とし

て ， 本学会大会 「プ ロ グ ラ ム 」 と 「教育社会学研究 」 （以下 ， 紀要 と い う）を利用 ，

そ こ に 所収 され て い る研究発表 ・特集論文の うち， と くに 進路指導 （進路形成 ， 職業

行動を含む） と直接的に 関連があ る と思われ る発表 。 論文 に 限定 し ， それ らを便宜的

に 4 つ の 時期 に 区分 し ， 各期の 特徴的な研究動向 と今後の 研 究課題 を描与 して み た

い 。 なお
， 文中は敬称 を略 し ， 所属 は当時の もの とす る 。

進路指導研究の 動向

第 1期 昭和 25 （1950）年〜 33 （1958）年

　周知の 通 り， こ の 10年間 は，敗戦後 の 社会 ・ 経済的混乱の 収拾期で あ り， 同時 に民

主主義 に 基づ く新生 日本の 「教育再建期」 で もあ っ た 。 こ うした当時の 世相 を反映 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　 　　　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 の　　　コ

て か，発 表 ・ 論文 の 多 くは， 教育社会学研 究 とい うよ り， 教育に 関す る意見の 開陳や
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　 　　　　　ゆ

地域 ・教育関係調 査結果 の 発 表に と ど ま っ て い る 。

　 た と えば ， 第 1 回 か ら 10回 大会 まで の 「プ ロ グ ラ ム 」 の なか で 最 も 目立 つ 発 表 テ ー

文 教 大 学
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マ は ，
「農漁村の 労働力構成」 「中学生の 長欠問題」 「農村青年の 教育 と進路」 「定時制

生徒の 職業調査」 「年少労働者の 職業移動」 「職場教育」 な どで あ る 。 こ の よ うな研究

傾 向は 「紀要」 で も同様で ， 次 の よ うな論文が 収載 され て い る 。 第 2 章 ・ 「農村 児童

の 労働研究」 （福尾 ， 千葉大），
「働 く青少年の 労働実態」 （渡辺 ， 労働省）， 第 7 集 ・

「愛知県中卒者の 就職 と移動」 （仲新 ・ 名大），
「静岡県富士 郡 中卒者の 就職 と転職 」

（清水義弘他 ），
「漁村児童 の労働 と学校教育」 （籠山，北 大 ），第 10集 ・「入試の 現況

と社会学 的分析 」 （森 口 ， 京大 ）， 「高校入試の 中学校教育 へ の 影響」 （佐藤 ， 中野六

中）な どが あ る 。

　 こ の 時期の 「プ ロ グラ ム 」 と 「紀要」 に み る研究動 向を key　 w ・rd で あ げれ ば ，

「農漁村中卒者の 就職」「年少労働」 「職場 ・ 職能教育」， そ して 「高校入試」 等で あ

ろ う。

　第 2 期　昭和 34 （1959）年 〜 43 （1968）年

　 こ の 10年間の 「プ ロ グ ラム」 で 多か っ た研究発表テ
ー

マ は ， 前 10年 に 引 き続 き 「農

村青年の 進路」「中卒労働力問題」 などで あ るが ， 新 しい テ ーマ と して 「年 少労働者

の 職業生活」 （第 16回大会 ）が 登場 し て い る 。 次 に ， 主 な発表テ
ー

マ をあ げ よ う。 第

11回大会 ・「教育機会 と進路」， 第 12回大会 ・「中学校で の 就職 。進学指導」， 第 13回大

会 ・「中， 高校卒業者の 職場適応」 「農村地域 の 変貎 と教育 ， 進路」， 第 16回大会 ・「近

郊農村中学生の進路決定問題」， 第19回大会 ・ 「青少年の 進路選択研究」 などで ， 教育

社会学研究 の 重要な領域 の
一

つ と して ，
tt

学校進路指導
”

の 諸問題に 研 究者 の 関心 が

集 ま っ て きた こ とが うか が え る。

　 「紀要」 で は ど うか 。
こ の 頃か ら ， 中卒進路が 就職か ら高校進学 ヘ シ フ トし始め た

教育事情 を受 けて ， 進学問題を扱 っ た論文が ぶ えて い る 。 た とえば ， 第14集 ・ 「高校

入試 に お け る学校差」 （波多野 ， 東大 ），
「高校進学指導の 学校差 」 （後藤 ， 学生問題

研）， 第 15集 ・「進路指導の 社会的背景」 （木原他 ， 岡山大 ）， 第18集 ・ 「進学準備教育

の 研究」 （近藤 ， 広大 ）な どが あ る 。 い っ ぽ う， こ の 頃漸 く
“

社会 ・ 経済 ・ 科学技 術

が離陸期 を迎 えた時代背景 もあ っ て ， 「技術革薪」「企 業内教育」「都市勤労青少年」

な どに関す る 論文 も 目立 つ 。 た とえ ば ， 第 17集 ・ 「企業内 教育の 在 り方 」 （岡田 ， 京

大 ），「技術革新 と企業内訓練」 （山 崎，国立 音大 ），「職場 に お け る人 間関係」 （山 口 ，

東工 大 ）， 第23集 ・ 「工 業化 と勤労青少年」 （佐 藤， 宇大 ）な どが あ る 。

　第 1 期 に 準 じて ， こ の 時期の 研究動 向を示 す key 　word をあ げれ ば ，
「学校差」

「進学準備教育」 「技術革新」 「企業内教育訓練」 となろ う。

228

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

進路指導研究 の 動 向 と課題

　第 3期 昭和44 （1969）年〜 53 （1978）年

　 この 10年間は ， 昭和 30年代半ばか ら始ま っ た高度経済成長の果実に よ っ て
“
豊か な

国 日本
”

と い われ る よ うに な っ たが ， こ れ に伴 い
， 教育社会学 にお ける進路指導の 研

究動向 も， か つ て の 「中学校教育」 「中卒者」 や 「勤労青少年」 な どか ら，
「高校教

育」「女子短大」「高等教育」や 「職業的社会化」「学歴問題」 な どに 広が り， 多様な

内容が多角的に取 り上 げられ る よ うに な っ た。

　その 主 な例 を 「プ ロ グ ラム 」 に み て み よ う。 第22回大会 ・ 厂職業高校生 の 進路選択

と職業的成熟」， 第23回大会 。 「人 口 流出 と中学生の 進路選択」， 第24回大会 ・ 厂高校不

進学発生の メ カ ニ ズ ム 」 「高等教育 と職業」，第25回大会 ・ 「進学規定要因の 分析」 「高

校生の 進学就職意識」「職業選択過程の 分析」， 第26回大会 ・「職業的社会化研究」， 第

27回大会 （シ ン ポ ）・ 「中等学校に お け る進路格差」 「進学率 と学校格差」， 第28回大会

・ 「進学率 と高校格差」， 第29回大会 ・ 「キヤ リア ・ エ デ ュ ケー シ ョ ン の 考察」 「高校生

の 進路選択 と指 導」「教育 ・ 職業ア ス ピレ ーシ ョ ン の 研 究」， 第30回大会 ・ 「職業選択

と学歴意識」 「現代青少年の 職業志向形成過程」厂大学入学後の適応予測指標 と して の

高校調査資料」 「高学歴化 と教育機会」 「進路選択の 要因分析」 な ど， 中等教育 ， と く

に高校生 の職業選択や進路行動に 関わ るテ ーマ が多面的 ・ 多角的に 取 り上 げ られて い

る Q

　 進路問題 へ の こ の よ うな多角的ア プ ロ
ー

チ は ，
「紀要」 に も表れ て い る 。 た とえぼ ，

第 30集 ・「進学競争 と教育病理 」 （大橋 ， 明学大），「進路決定過程の パ ス 解析」 （潮木，

名大）， 第 31集 ・「学校群格差形成の メ カ ニ ズ ム 」 （橋爪 ， 愛知 大）， 第 32集 ・「進路指

導の 実態 と課題」 （仙崎 ， 文教大 ）， 「進学塾 とそ の 機能」 （深谷 ， 奈教大） な どで あ

る 。

　 第 2期 と同様， key　 word を拾 うと 「高学歴化」 「進学教育病理」 「パ ス 解析」 「進

学塾」「教育達成過程」 な どが あげ られ よ う。

　第 4 期　昭和54 （1979）年〜 平成 3 （1991）年

　 こ の 時期 ， 高校 へ の 進学率 は ， 既 に 49年 に90％ ライ ン を超え ， 54年 に は 93．　1％ ， 平

成 3 年に は ， 史上最高の 95％ へ
， 大学 ， 短大へ の 進学率 も， 48年以降今 日まで 約30％

台 が 続 い て い る 。 もは や ， 後期中等教育 ， 専修 （専門課程）学校を含 む中等後教育は

「ユ ニ バ ー
サ ル 段階」 へ

， 高等教育 は 「マ ス 段階」 に さ しかか っ た時期で あ る。 い っ

ぽ う，
こ うした 「教育過剰時代」 を迎 え ， 初等， 中等， 高等教育に お け る児童 ， 生

徒，学 生 の 生活 ，学 習，進路上 の 木適応問題や逸脱行動 が常態化 し大 きな教育課題 と
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なる に 及び， 教育社会学 に と っ て 格好の 研究対象 とされ る よ うに な っ た 。

　こ の 10年間の 「プ ロ グ ラ ム 」 の うち ， 最 も研究発表が 多 か っ た の は ，
「高校教育」

「大学等へ の 進学問題」 で
，

厂高等教育」「生活指導」 な どが こ れ に 次 い で い る 。 以

下 ， 主 なもの をピ ッ クア ッ プ して み よ う。 「大学生の職業選択」「大学受験 と職業観」

「女性 と職業 （課題研究 ）」 「中学校文化の 構造分析 〜進路選択 の メ カ ニ ズ ム 」「青少

年の 進路志向 と職業意識の 変容 （追跡研究）」， 第33回大会 。「高校生の 職 業的 自我 の

形 成過程」，第34回大会 ・ 「高校生 の 進路分化 と規定要因」 「高等教育進学率 の 停滞傾

向分析」「青年期 に お けるキヤ リア選択 」「キヤ リア へ の 教育効果分析」 「高校の 階層

構造 と選択」 「高校教育の 量的変動 と進路分化」， 第 35回大会 ・ 「中学校に お ける教育

指導 （課題研究）」「英米に お ける労働経験プ ロ グ ラ ム の 展開」 「女性の 職 業経歴 と教

育」「高学歴社会 と職業的社会化 〜 高佼生 の 進路意識」 「高校 に お ける就職指導 と生徒

の 進路形成 （継続研究）」， 第37回大会 ・「最近の 高卒者の 進路 と学業成績」 「高校生の

進路選択 メ カ ニ ズ ム 」「高校の 学校階層別進路要因分析」， 第 38回大会 ・ 「専修学校制

度の 展開 と評価 （課題研究）」「日本の 選抜制度 （シ ン ポ）」 「高卒就職者 ・ 高校進路指

導の 現状 と課題」， 第39回大会 ・ 「高卒者の キ ャ リアパ タ ー ン と キ ャ リア形成」 「女子

高校生 の 進路 と将来設計」 「高校生の 職業意識 と進路」， 第40回大 会 ・ 「選抜の 日本的

展開」 「高等教育進学 と家庭所得」， 第 41回大会 ・「キ ヤ リア形成 と教育効果に 関す る

計量的研究」 「なぜ ・どの よ うに 中学受験か 」「高校普通科 に お け る進路決定」，第42

回大会 ・ 「日本の 選抜 シ ス テム ・神話 と現実」， 第43回大会 ・「初期 キ ャ リア 形成 とラ

イ フ ス タ イ ル 」厂短大教育 と現代 女性の キ ャ リア」 「女子高等教育 へ の 進学 率 と就職

率」 な ど。

　 「紀要」 で は ， 次の よ うな論稿が み え る。 まず第 34集 ・「高校教育の 発展 と展開」

（麻生 ， 阪大」 を皮切 りに ， 第35集 ・ 「選抜装置 として の学校」 （小林 ， 東大院），
「大

学生の 企業選択」 （丸山）， 第37集 ・「学校の組織文化」 （耳塚，東大）， 第38集 ・ 「学歴

の 社会学」 （潮木他 ， 名大）， 第 39集 ・「高校進学 に お ける学校外教育投資 の効果」 （盛

山 ， 北 大 ）「高校教育の 階層構造 と進路分化」 （吉本 ， 東大院）， 第 40集 ・ 厂女性の 職業

経歴 と教育達成」 （今 田， 雇用職研 ）， 第41集 ・「閉ざ され た将来像〜教育選抜の 可能

性 と申学生 の 自己選抜」 （苅谷 ， 東大 ）， 第 43集 ・「能力主義 に囲 まれ た高卒者 の職 業

配分 と学 校 に 委任 され た 教育的選抜 」 （同上 ）「教師 へ の 教育社会学的 ア プ ロ
ー

チ 」

（耳塚他 ， お 茶の 水大）， 第 44集 ・「現代 日本の 家族 と教育 〜 受験体 制の 社 会学」 （山

村，立大）， 第45集 ・「高等教育 と労働市場」 （竹内 ， 京 大 ）， 第 46集 ・ 「高度経済成長

後の学歴 と ラ イ フ コ ー ス 」 （岩井， 大外大）な どが ある 。
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進路指導研究 の動 向 と課題

　 ところで ， この 時期の key　word は ， 「職業的自我形成」 「キ ャ リア選択 ・キ ャ リ

ア パ ター ン 」 「選別装置 ・ 選抜制度」「女性の キヤ リア 形成」「ラ イ フ コ ー ス 」 な どで

あ ろ う。

　以上 ， 教育社会学研究に み る進路問題 へ の研究的関心 や動向を概観 して きたが ， こ

の項の ま とめ と して ， 各期 を象徴す る key　word を改め て ， 三 つ ずつ あげて お こ う。

まず， 第 1期は ， 「職能教育」， 「地域調査」，
「教育調査」 第 2 期は 「年少労働」，

「中

卒進路」，「技術革新」 第 3 期は，「高学歴化」「受験過熱」 ，
「教育病理 」 第 4 期で は

「職業的自我形成」，
「（学校の ）選別装置化」，

「キ ヤ リア パ ター ン 」 など となろ う。

今後の研究課題

　これ まで ， 教育社会学に お ける進路指導研究の トレ ン ドを概観 して きたが ， 今後 ，

こ の分野の 研究の
一

層 の充実 ・ 発展 を期す る ため に は ， 筆者 自身 も含めて どの よ うな

研究課題があ り， どん な期待が で きる の で あ ろ うか 。 前項 と同様 ，
こ の 分野 に深 く関

わ っ て い る
一

研究者の 視点か ら ， 簡単 に 3点挙げて お こ う。

　第 1点は ， 在学 ・学卒青少年の 進路問題研究に当た り， 三 つ の レ ベ ル の 各 々 に つ い

て さらに 研究を深め ， 日本の 社会 ・ 教育風土 に 即 した総合的な研究を推進する こ とで

あ る 。 こ こ で い う三 つ の レ ベ ル の
一

つ は 「マ ク ロ レ ベ ル 」 で の 研究で ， こ の なか に

は，学歴 偏重，学歴 と社会階層 ， 学歴 と社会移動 ， 学歴 と地位形成 な どの 諸問題が 含

まれ る 。 こ の 面の 研究 は ， 前項で 明 らか なよ うに ， 潮木 ， 橋爪 ， 苅谷 ， 竹内 ， 天野 ら

に よ るす ぐれ た 先行研究成 果が 蓄積 され て い る 。 二 つ 目は 「ミ ドル レ ベ ル 」 の 研究

で ，在学 青少年の 進路行動や職業選択 に 大 きな関わ りを もつ 学校 （小 ・ 中 ・ 高校 ・大

学等）文化， 教師 ・生徒文化， 教師の 教育的行為， 進路指導の ため の 具体的な 目標 ，

計画 組職体制， 指導内容 ・方法， な どが含まれ る 。
こ の 面の 研究 も， 前項第 4 期に

入 っ て 活発 化して お り，小林，耳塚，盛山，吉本，今田，苅谷，山村 らに よ る研究成

果が 公に され て い る 。 な かで も， 天野 グ ル ー プに よ る 「高校就職指導の 研究」 は ， そ

れ まで ブラ ッ ク ボ ッ ク ス で あ っ た高校 に お ける就職選抜の 実態が 緻密 な リサ ーチ に よ

っ て 実証的 に解明 され て お り， そ の 成果は 『高等学校 に お ける進路分化機能に 関す る

研究』 （高校教育総合研究会　 1988）に ま とめ られ て い る。 三 つ 目は 「ミク ロ レ ベ ル 」

の 研究で ， 児 童生徒の 進路意識 ， 進学 ， 就職志向 ・態度 ， 価値観 ， 進路発達過程や こ

れ らを め ぐ る教師 ・保護者 と児童 生 徒個 々 人相互 作用 ・椡 互交渉過 程 な どが含まれ

る 。 こ の 面で の 研究 は，「マ ク ロ レ ベ ル 」 「ミ ドル レ ベ ル 」 に 比 し ， こ の問題が学校の

内部に 関わ る こ とや研究方法上 の 難し さ が あ るた め か 相対的 に 立 ち遅れて お り， こ れ
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まで 山村， 清水 ， 仙崎などの 研究 に とどま っ て い る 。 進学選択者で あ る個 々 の 青少年

が ， どん なエ ー ジ ェ ン トと の 関わ りで ， どの よ うに進路形成 （意識 ・ 態度や価値観な

ど）を して い くの か ， 今後 「ミク ロ レ ベ ル 」 で の 研究の 推進が望 まれ る 。

　第 2 点 は ， 進路発達の あ る時点で の 横断的な調査 ・ 研究だけで な く， 同
一

人 ， 同
一

グ ル ープ を対象 と した長期縦断的な研究を積み重ね る こ とで あ る 。 こ の 面で の 研究 を

「プ ロ グ ラム 」で み る と，第32回大会で の 小野 （山梨大）・高橋 （武蔵大 ）の 共同 研

究 「青少年 の進路志向 と職業意識の 変容 〜 中学生の 10年後」 が 目に つ くだ けで ， プ ロ

グラ ム 上は 他 に は 見当 た らな い 。 こ の 面の 研究で よ く知 られて い る ひ とつ は ， 昭和43

年か ら57年まで 続けられ た国研 ・ 職研共同研究 に よ る 「進路経歴長期追跡研究」 で あ

る 。 この うち， 国研担当部分で は，中 3学業成績 ， 進路意識 ， 27〜 8歳時の職業， 成

人初期 の 生活態度 ・満足感 な どが進路経歴 （キ ャ リア パ タ ー ン ） との 関連で 明 らか に

され て い る 。 （『国立教育研究所必要』， 第99集，
56 ， 同研究集StNo．　7 ，

　 No ．　13， 昭和

57 〜 61年）。 他 の ひ と つ は ， 昭和38年 ， 九学会連合下北 総合調査 に端 を発 した 「生涯

発達に立 つ 職業的社会化の 研究」で ， 昭和 39年 ， 下北半島10中学校 3 年生， 908名を

対象 と した進路意識調査 か ら ス ター
ト， 高校 ・ 就職 3 年時 ， 成人式時 ， 成人初期 ・ 中

期に か け， 同一人 へ の 面接 に よ っ て 職業的社会化過程 を明 ら か にす るね ら い の 下 埠

現在で も続 け られて い る誠 に息の 長 い 追跡研究で あ る 。 そ の なかで ， 出身 中学校 ご と

に各対象者の進路希望 ， 進路 パ タ ー ン
， 社会化の類型 ， 個別的 な職業的発達過程な ど

に つ き， 昭和30年代の 終わ りか ら今 日まで の 30余年間 の 激 し い 社会変動の なか で ， 各

対象者が どの よ うな職業的発達過程 を辿 り， い ま どの よ うな職業生活 を送 っ て い る か

な どが 明 らか に され て い る 。 （細江達郎 ， 第13回 日本進路指導学 会大会 ， 招待講演配

布資料 ， 於仙台市， 平成 3年 11月 9 日）。

　 こ の 分野の す ぐれ た先行研究 に は 周知 の よ うに ，米国 の 職 業心理 学 者 ，
Super

，

D．E．に よ る rCareer　Pattern　Study」 （1957年か ら 厂20年研究」 開始 ， 最終報告 は未

刊）が あ るが ， 細江 らに よる下北 研究は ， 対象者 の 人数 ， 追跡期間の 長さ， 面接調査

を主 と した研究方法 ， 明 らか に され た研究結果な どの どれ を取 っ て も Super の 研 究

を こ え る もの とい っ て も過言で はあ る ま い
。

　 日本教育社会学会で も， 学会員に よる共同研究か あ るい は教育関係他学会 と の 学際

協力に よ るか ，
い ろん な研究形態 ・ 方法が考 え られ る が ，

い ずれ に し て もわ が国の 教

育風土 に 即 した長期縦断的なキ ャ リア 発達 ， 職業的社会化研究 が望 まれ て な らない 。

　第 3 点 は ， こ れ まで 蓄積 され て きた教育社会学の 理論， 研究か らえ られ た 知見 と ，

学校現場で 日常的 に展開され て い る実践活 動 との 架橋化 を促進 す る こ とで あ る 。 こ と
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進路指導研究の 動 向 と課題

進路指導 に 限 らず ， わ が国で は もの ご との タテ マ エ とホ ン ネが使 い 分 け られ て お り，

教育界で も， 教育理論 と教育実践の 乖離が常態化 して い る。 むろん ， 本学会員の なか

に は，教育現場 に 籍 をお く会員 もい る し ， 教育臨床 に 深 い 関わ りを もつ 研究者 も少 な

くな い
。 庁や教育現場 に も ， 臨床的実践を本学会で 発表 した り， 先行研究や実証的調

査結果 を吸収 して ， 進路指導実践の 理論基盤 の 支柱 とす る向 きもあ る。 しか し， 研究

者の なか に は ， 真の 学問的探求心 に よ る会員を除 き， 単な る個人的興味か ， または自

己満足 ・ 自己顕示か ， それ と もみ せ か けの業績稼ぎなの か真意の ほ どは定か で は ない

が ， とか く教育 ・指導臨床 とほ とん ど関わ りの な い
， 研究の ため の 研究 ， 調査 の ため

の 調査 ， 発 表の ため の 発表な どに終 わ っ て い る もの が な い とは い えな い
。

　い っ ぽ う， 小 ・ 中 ・ 高校や大学等の 学校現場で ， 児童 ・生徒や学生 へ の 進路指導 ・

生徒指導な どの ガ イ ダ ン ス 活動 に 関わ っ て い る実践者の 側 に も， 進路指導 の 理論 ， 学

校 ・生徒文化 ， 現象的 自己概念 ， 職業的社会化 ， 進路発達 ・成熟云 々 とい うよ うな リ

ク ツ は無用 ， 第
一

， 研修 した い 気持ち も暇 もな い
， 理論 など と い うもの は学者の 遊び

道具 に 過ぎな い
， 現場で は ， と に か く目の 前に い る子 どもの 願 い

， その 背後に い る親

の 願 い に 応 えて ，過去 の 進路実績 を下 まわ らない よ う，学業成績 と偏差値を少 しで も

高め ， 卒業時期 に銘柄上級学校 か有名企業 に進学 ・ 就職 させ る こ とが先決 ， な ど と い

っ た経験 ・勘や コ ツ に 依拠す る ， 慣行的な理念や方法 に 固執す る風潮が 根強 い こ と も

事実で ある 。

　今後 ， 子 どもた ちを
“
閉 ざ され た将来像

”
（苅谷） か ら

“
開か れ た未来

”

へ
， 学校

を受験文化 に 毒され た
“

巨大な選 別装置
”

（T ．フ セ ー ン 　 1982 ；小林 ， 第 35集 ）か ら ，

“

自己教育力，進路選択 九 　自己実現力 を育成す る人間教育 の 場
”

に ， また ，
F一人

一

社主 義」 と い う 「実績」 に よ っ て ，
「成績」 と 「出 欠」 を重視す る学校主導型 の 就職

選抜 （天 野他　1988）で は な く， 能 力 ・適性等 の 自己理解，職業的価値観形 成 ， 明確な

キ ャ リア プ ラ ン な どを重視 し た進路 ・職業行動 の 自己選択 の 援助へ と，それ ぞれ の 教

育方向へ の 転換 を図 る こ とが 大切で ある。
こ の ため ， 研究者の 側， 実践者の 側 の 双方

に ， こ れ まで 蓄積され た理 論や ， 調査の 分析結果 と実際的 ・具体的 に展開 され て い る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ 　L　t レ ニ ア ム

実践活動 との 間に 強固な 「橋」 を架け る必要が あ る。 今後， 新千年紀 に 向けて 「政策

科学」 と して の 教育社会学 （田 中，第47集） と ， 学校全体の 教育活動 を通 し て ，

一人

ひ と りの 子 ど も ・青年の 人間 と して の 在 り方 ， 生 き方 を踏 ま え た生涯進路発達 の 指導

・援助を具現す る学校進路指導 と の 絆 を強め る こ とへ の 期待が い っ そ う強ま る もの と

思われ る 。 そ の 時 ，
い っ た い 誰が ，

い つ
， どの よ うに そ の 役割 を担 うの で あろ うか 。
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